様式６

	大学の世界展開に向けた取組の実績　【国内の大学１校につき、①は２ページ以内、②は１事業ごとに１ページ以内】

	大学名
	

	① 取組の実績
○　英語による授業の実施や留学生との交流、海外の大学と連携して学位取得を目指す交流プログラムの開発等による国際的な教育環境の構築などに取り組んできた実績を有しているか。
○　海外の有力大学が参加する国際的なネットワークへの参加や、単なる枠組みの形成にとどまらない、実質的な交流が継続して行われてきた実績を有しているか。
○　国際化に対応するため、外国人教員や国際的な教育研究の実績を有する日本人教員の採用や、ＦＤ等による教員の資質向上に取り組んできた実績を有しているか。特に、そのために国際公募、年俸制、テニュアトラック制等を実施・導入しているか。
○　英語のできる国際担当職員の配置、語学等に関する職員の研修プログラムなど、事務体制の国際化に取り組んできた実績を有しているか。
○　厳格な成績管理、学生が履修可能な上限単位数の設定、明確なシラバスの活用等による学修課程と出口管理の厳格化など、単位の実質化に取り組んできた実績を有しているか。
※大学におけるこれまでの世界展開に向けた取組の実績について、事業との関連性を踏まえつつ上記の点にも言及して具体的に分かりやすく記入するとともに、記入した内容の裏付けとなる資料を様式１１④に貼付してください。

	　



	大学名
	

	② 取組の評価
○　文部科学省の大学教育再生戦略推進費による経費支援を受けて実施し、終了した事業がある場合、事業目的が実現された旨の評価を得ているか。
※事後評価結果を貼付してください。

	　


	交流プログラムを実施する相手大学について　【ページ数については、相手大学ごとに①、②合わせて１ページ以内】
交流プログラムを実施する相手大学に関して、

①については、交流プログラムの内容や交流期間など、相手大学との交流実績が分かるように記入してください。
（本事業における交流プログラムとの関連性や現在の交流の有無は問いません。）
なお、交流実績が無い場合は、交流実績が無くとも本事業が実施できると判断した理由及び背景等を説明してください。

②については、相手大学との交流プログラム実施に向けた準備状況について具体的に分かりやすく記入してください。
また、交流を実施するまでの具体的なスケジュールについても記入してください。

	相手大学名
（国名）
	

	① 交流実績（交流の背景）

○　交流プログラムを実施する相手大学との交流実績を有しているか。

	　

	② 交流に向けた準備状況

○　交流プログラムの実施に向けた相手大学との準備（大学ごとの役割・実施体制の明確化など）が十分なされているか。

	　


	本事業の実施計画　【①は１ページ以内、②、③は合わせて２ページ以内】
事業全体の「①年度別実施計画」、「②補助期間終了後の事業展開」及び「③補助期間終了後の事業展開に向けた資金計画」について、具体的に分かりやすく記入してください。

	1 年度別実施計画

	【平成２８年度（申請時の準備状況も記載）】
　

	【平成２９年度】
　

	【平成３０年度】
　

	【平成３１年度】
　

	【平成３２年度】
　


	2 補助期間終了後の事業展開

	　


	③ 補助期間終了後の事業展開に向けた資金計画


	　




（大学名：　　　　　　　　　　　）（タイプ：Ａ－　　　　）
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